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本
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
深
沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
拠
点

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

拠�

点
整
備
部
長
…
第
３
次
鎌
倉
市

総
合
計
画
に
お
い
て
、
地
域
の

歴
史
と
文
化
を
土
壌
と
し
、
自

然
と
融
合
す
る
都
市
機
能
を

備
え
た
生
活
感
覚
を
重
視
し

た
都
市
拠
点
と
し
て
、
多
様
な

都
市
機
能
の
導
入
を
検
討
し

な
が
ら
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
拠
点
の
形
成
に
努
め

る
も
の
と
し
て
い
る
。

質�

問
…
深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺

総
合
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
計
画
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

同�

部
長
…
県
警
と
の
交
通
に
関
す

る
協
議
に
時
間
が
か
か
り
計

画
が
遅
れ
て
い
る
が
、
今
年
度

中
に
は
都
市
計
画
決
定
を
行

い
、
事
業
認
可
手
続
き
の
準
備

に
入
り
た
い
。
ま
た
、今
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
年
度
内
に
確
定
し
、
民
間
と

事
業
者
の
募
集
選
定
に
向
け

た
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

�　
い
ず
れ
も
、
平
成
27
年
度
の

事
業
着
手
を
目
指
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
事
業
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質�

問
…
深
沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
市
長
の
見
解
は
。

市�

長
…
本
市
の
抱
え
る
少
子
高

齢
、
公
共
施
設
再
編
な
ど
の
課

題
を
解
決
し
つ
つ
、
第
３
の
都

市
拠
点
の
創
出
と
し
て
、
地
区

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　
将
来
の
鎌
倉
を
考
え
た
場

合
、
深
沢
地
域
の
活
性
化
は
大

変
重
要
で
あ
り
、
本
市
の
財
政

を
支
え
て
い
く
意
味
で
も
、
よ

り
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

質�

問
…
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
は
。

市�

長
…
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
環
境
に
優
し
く

消
費
電
力
も
少
な
い
こ
と
か

ら
市
の
財
政
負
担
軽
減
に
も

役
立
つ
と
考
え
る
。
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
防
犯
力
や
体

感
治
安
の
向
上
と
い
っ
た
視

点
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

質�

問
…
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
※
）
の
見
直
し
の
中
で
、
風

致
地
区
制
度
の
在
り
方
を
含

め
、
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調

整
区
域
な
ど
、
市
の
土
地
利
用

の
方
向
性
も
見
直
し
て
い
く

の
か
。

ま�

ち
づ
く
り
景
観
部
長
…
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
今
年
度
か

ら
来
年
度
に
か
け
て
見
直
し
、

こ
の
中
で
、
土
地
利
用
の
在
り

方
も
含
め
市
民
意
見
や
専
門
的

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
幅
広
く

検
討
・
議
論
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質�

問
…
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築

や
造
成
の
規
制
を
他
都
市
に

先
立
ち
、
本
市
で
先
進
的
に
取

り
組
み
、
発
信
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
か
。

市�

長
…
建
築
や
造
成
の
規
制
は
、

現
行
法
制
度
の
中
で
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
。

　

�　
し
か
し
、
今
後
新
た
に
制
定

す
る
風
致
地
区
条
例
に
よ
り

質
の
高
い
緑
化
の
誘
導
を
行

う
と
と
も
に
、
都
市
計
画
法
等

の
趣
旨
や
規
定
を
踏
ま
え
つ

つ
本
市
独
自
の
開
発
許
可
基

準
の
制
定
の
可
能
性
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
本
市
に
お
け
る
ご
み
問
題
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質�

問
…
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
再

構
築
案
が
出
さ
れ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
、
平
成
27
年
度

ま
で
に
ご
み
減
量
の
目
標
を

達
成
さ
せ
る
の
か
聞
き
た
い
。

環�

境
部
長
…
平
成
27
年
度
ま
で
に

ご
み
減
量
の
目
標
を
達
成
さ

せ
る
た
め
に
、
家
庭
系
ご
み
の

部
分
で
は
、
戸
別
収
集
有
料
化

の
実
施
、
事
業
系
ご
み
の
部
分

で
は
、
ご
み
投
入
前
の
調
査
や

手
数
料
の
値
上
げ
、
小
規
模
施

設
に
よ
る
減
量
効
果
、
多
量
排

出
事
業
者
へ
の
資
源
化
の
要

請
等
で
対
応
し
て
い
く
。

質�
問
…
こ
れ
ま
で
の
分
別
・
資
源

化
に
よ
る
ご
み
の
減
量
は
市

民
が
本
当
に
努
力
し
て
き
た

結
果
で
あ
り
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
で
頑
張
る
と
い
う
精
神

が
全
体
の
政
策
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
う
。
本
市
は
減
量

化
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る

中
、
多
大
な
税
金
を
使
う
戸
別

収
集
有
料
化
の
効
果
が
果
た

し
て
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

市�

長
…
減
量
化
と
い
う
意
味
で
は

本
市
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
は
な

い
と
思
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う

意
味
で
、
ま
だ
ま
だ
発
生
抑
制

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
戸
別
収
集
有
料

化
は
、
先
般
モ
デ
ル
地
区
を
指

定
し
実
施
し
た
結
果
、
約
１
割

の
削
減
効
果
が
出
て
い
る
。
こ

の
結
果
か
ら
も
こ
の
施
策
を

し
っ
か
り
と
実
施
し
、
減
量
の

効
果
を
出
し
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
過
去
、
本
市
で
ご
み
半
減

計
画
を
進
め
た
と
き
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
の
関
係
か
ら
焼

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関するこ
とについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定例
会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

神奈川県最低賃金改定に関する意見書
　我が国における働く者の雇用と生活は、所得の低迷や格差拡大に歯止めがかから
ず、非正規労働者は全雇用者の35％を上回り、年収200万円以下で働く労働者（い
わゆるワーキングプア）は1,100万人近くに及んでいる。みずから生計を維持して
いる労働者層へも非正規労働が拡大しており、地域別最低賃金制度の役割は重要に
なってきている。
　また、国においては、平成25年度から生活保護基準を引き下げる一般会計予算が
編成された。平成25年度の地域別最低賃金改定に当たっては、平成19年施行の改正
最低賃金法及び平成22年の雇用戦略対話合意の見直しについても適切な対応を求
め、生活保護基準の引き下げが他の制度に波及し「貧困の連鎖」を引き起こさない
ようにしなければならない。
　一方、特定（産業別）最低賃金は、地域別最低賃金と別の役割を果たす位置づけ
として、当該産業の労働条件の向上または事業の公正競争の確保の観点から、地域
別最低賃金より金額水準の高い最低賃金を必要と認め関係労使の主導により設定す
るものであり、かつ、地方最低賃金審議会での審議は、労使協議を補完・代替する
役割を担っている。近年、地域別最低賃金の上昇もあり、特定（産業別）最低賃金
の改定に当たっての必要性審議において「必要あり」に至らないケースが発生して
おり、平成25年度の特定（産業別）最低賃金の改定に当たっては、その役割を果た
すために、関係労使の主導を尊重した必要性審議が行われることが重要である。
　よって、国におかれては、平成25年度の神奈川県最低賃金の諮問・改定に当たっ
ては、次の事項を実現されるよう強く要望する。

記
１　神奈川県最低賃金の諮問・改定を早期に行うこと。
２�　地域別最低賃金の改定に当たっては、平成21年度の神奈川地方最低賃金審議会
で公労使が結審した「生活保護との整合性」を図る観点から、生活保護との乖離
解消を本年度で実現すること。
３�　特定（産業別）最低賃金の改定に当たっては、当該産業の労働条件の向上また
は事業の公正競争の確保の観点から、地域別最低賃金より金額水準の高い最低賃
金の必要性を認め関係労使の主導により設定し、地方最低賃金審議会における必
要性審議に当たっては、従来の労使代表による本審だけでなく、当該産業別の労
使が入った審議の必要性も検討されたい。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成25年６月20日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

鎌倉市議会からのお知らせ

提出の締め切り…提出はいつでも可能で
すが、定例会初日の前日までに提出された
場合はその定例会で審査、期限を過ぎての
提出の場合は次回定例会での審査となり
ます。

◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字奉仕団のご協力により、
音声版（収録テープ）と点訳版を作成しています。ご希望の方は議会事務局議事調査担当ま
でお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として請願と陳情があ
ります。請願は１人以上の紹介議員の署名が必要ですが、陳情は不要です。提出に当たって
は、所定の様式があるため、事前に議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

鎌倉市議会事務局　議事調査担当
電　話：0467-23-3000　内線2448
ＦＡＸ：0467-23-5825
メール：gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

ま
ち
づ
く
り

ご

み

問

題

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

市
議
会
に
お
け
る
個
々
の
議
員

の
賛
否
等
を
公
表
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

市
議
会
に
お
け
る
各
議
案
の
議

決
結
果
に
つ
い
て
、
個
々
の
議
員

の
賛
否
を
、
公
表
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

◇�

神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
に
関

す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

今
年
度
の
神
奈
川
県
最
低
賃
金

の
諮
問
・
改
定
を
早
期
に
行
う
こ

と
等
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択

本会議・委員会映像
公開中です！

鎌倉市議会ホームページはこちら！
http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gikai/または、鎌倉市議会 検索

　鎌倉市議会では、本会
議及び各常任委員会等に
ついて生中継を行ってい
ます。
（録画映像も見ることが
できます。）

却
施
設
の
一
つ
を
停
止
さ
せ

る
決
定
を
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
、
計
画
達
成
の
た
め
、

市
民
と
事
業
者
に
分
別
・
資
源

化
を
お
願
い
し
た
が
、
達
成
で

き
そ
う
に
な
い
と
な
る
と
、
今

と
同
じ
よ
う
に
再
構
築
案
と

し
て
ご
み
の
有
料
化
、
発
生
抑

制
、
手
数
料
の
見
直
し
を
提
案

し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ

の
と
き
は
、
非
常
事
態
宣
言
ま

で
出
し
た
。
そ
の
状
況
を
ど
う

受
け
止
め
る
の
か
。

市�

長
…
施
設
を
つ
く
ら
な
い
と
い

う
部
分
は
共
通
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
状
況
や
背
景
等
は

当
時
と
全
く
違
っ
て
お
り
、
本

市
が
進
め
る
計
画
に
つ
い
て

は
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

質�

問
…
過
去
の
計
画
に
対
す
る
反

省
や
、
有
料
化
・
戸
別
収
集
を

行
わ
ず
に
市
民
と
事
業
者
が

分
別
・
資
源
化
で
頑
張
っ
て
き

た
と
い
う
教
訓
を
学
ぶ
べ
き

だ
と
思
う
。
再
構
築
と
い
う
の

は
数
字
を
動
か
す
こ
と
で
は

な
く
、
施
策
の
根
本
的
な
転
換

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
が
や
る

べ
き
こ
と
は
、
燃
や
す
ご
み
の

半
分
を
占
め
る
生
ご
み
を
資

源
化
す
る
取
り
組
み
だ
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

市�

長
…
生
ご
み
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
は
、
生
ご

み
を
分
別
収
集
す
る
コ
ス
ト

や
施
設
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

負
担
と
い
う
意
味
で
比
較
す

る
中
で
、
戸
別
収
集
有
料
化
が

市
民
に
と
っ
て
い
い
施
策
だ

と
考
え
て
進
め
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
施
策
と
い
う
の
は

賛
否
両
論
あ
る
た
め
、
市
民
の

皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て

御
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。


